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新たな門出を歩む私たち

４月から私たちの新しい生活が始まります

不安と期待を胸にして…

一歩一歩、成長していきます

双葉保育園

朱鞠内小学校 幌加内小学校

幌加内高等学校 幌加内中学校
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写真：左から齋藤議員、小川議長、中川議員

写真：左から妻の征子さん、娘の和美さん

写真：右から髙山団長、中村副団長、細川町長

写真：表彰状を受け取る井上委員長（左）

　1月7日（月）、75歳で逝去されました元幌加内町
議会議員の柴山欣一氏が旭日単光章の栄に輝き、平
成31年3月26日（火）に柴山宅（江別市）において、
細川町長より妻の征子さんへ伝達されました。
　柴山氏は、昭和62年に幌加内町議会議員に当選
以来、平成19年までの５期20年間の永きにわたり
在職し、副議長や総務常任委員会委員長、運営委員
会委員長などの要職を歴任されました。
　このたび、地方行政全般にわたり不断の努力を傾
注し、地方自治の振興発展のご功績に対し、今回の
栄えある受章となりました。

　厳寒まつり実行委員会（委員長：井上憲明）は、北空
知信用金庫 平成30年度きたしん「ふるさと振興基金」
のふるさと活性化部門において、奨励賞を受賞しまし
た。
　地域で振興や活性化のために、長年行われた活動が
一定の成果となった団体を表彰する本事業。
　設立35年目を迎えた同実行委員会は、スローガンを

「見る祭りから参加する祭り」をスローガンに掲げ、毎
年8月15日に開催する「厳寒まつり」の運営や「ほろか
ない湖公園開き」、「朱鞠内湖 湖水まつり」などに手打
ちそば店としても出店しています。
　今回、町の振興発展や地域活性化の取り組みが高く
評価されました。

故柴山欣一氏
旭日単光章受章

　全国町村議会議長会より、永年にわたり地方自治
の振興発展に寄与した功績を称えられ、小川議長、
中川議員、齋藤議員が自治功労者として表彰されま
した。
　小川雅昭議長は、議会議長として７年以上在職、
また中川秀雄議員は、町議会議員として27年以上、
齋藤雅文議員は、15年以上在職の功績が認められ、
３月15日の第１回定例会後に議場において表彰状
の伝達式が執り行われました。

　深川地区消防組合幌加内消防団副団長の中村雅義
氏（63歳）が平成30年度の消防功労者（永年勤続功労）
で、消防庁長官表彰を受章されました。
　中村副団長は、38年余りの永きにわたり幾多の災害
に対し常に第一線に立ち奮闘し、災害の防止、被害の
軽減につくされた功績が高く評価されたもので、３月
26日に表彰状が細川町長から伝達されました。
　中村副団長は「大変名誉なことで、今後も精進して
いきたい」と話していました。

小川議長、中川議員、齋藤議員
全国町村議会議長会から表彰！

中村雅義 消防副団長
消防庁長官表彰受章！

厳寒まつり実行委員会
きたしんふるさと活性化奨励賞を受賞
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新規採用町職員（平成31年4月1日採用） 質問事項　①出身地　②抱負

①	鷹栖町
②	住民からの要望にお応えできるよう、
早く仕事を覚え、住民の方の目線に
立って仕事に取り組みますので、こ
れからよろしくお願いします。

建設課土木係　　　　　　小畑　柊二
①	旭川市
②	私は幌加内町の職員になることがで
き喜びを感じています。初めてのこ
とばかりで不安やわからないことが
たくさんありますが、１秒でも早く町
民の方々のために働けるよう努力し
ていきたいと思います。

建設課建築係　　　　　　長野遼太郎

〇
総
務
課

副
主
幹�

（
昇
任
）
堀
川　
剛
史

（
防
災
係
長
）

〇
地
域
振
興
室

　
地
域
振
興
係
主
査�

（
昇
任
）
西
山　
慎
也

　

�

（
地
域
振
興
係
）

〇
住
民
課

国
民
健
康
保
険
医
療
係
主
事�

（
昇
任
）
大
家　
優

�

　
（
国
民
健
康
保
険
医
療
係
主
事
補
）

〇
建
設
課

　
除
雪
セ
ン
タ
ー
車
両
係
長�

佐
藤　
和
俊

�
（
教
育
委
員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
技
術
係
長
）

　
除
雪
セ
ン
タ
ー
管
理
係
主
査�

（
昇
任
）
佐
藤　
淳

　

�

（
除
雪
セ
ン
タ
ー
管
理
係
）

　
土
木
係　
小
畑　
柊
二�

（
新
規
採
用
）

　
建
築
係　
長
野　
遼
太
郎�

（
新
規
採
用
）

〇
保
健
福
祉
課

副
主
幹�

（
昇
任
）
北
村　
康
栄

�

　
（
あ
ん
し
ん
介
護
係
長
）

〇
任
期
付
職
員

朱
鞠
内
診
療
所
長�

大
山　
和
彦

〇
再
任
用

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー�

山
谷　
弘
一

総
務
課
庶
務
係�

堺　
　
秀
樹

定
年
退
職�

（
平
成
31
年
3
月
31
日
付
け
）

　
大
山　
和
彦　
（
朱
鞠
内
診
療
所
長
）

　
木
下　
敏
夫　
（
建
設
課
除
雪
セ
ン
タ
ー
所
長
）

　
山
谷　
弘
一　
（
住
民
課
環
境
衛
生
施
設
係
長
）

　
堺　
　
秀
樹　
（
総
務
課
庶
務
係
主
査
）

退
　
職�

（
平
成
31
年
3
月
31
日
付
け
）

　
野
口　
卓
也　
（
地
域
振
興
室
主
幹
）

〇
庶
務

副
主
幹�

（
昇
任
）
腰
越　
真
人

　
（
庶
務
係
長
）

庶
務
係�

石
川　
義
光

（
救
急
救
助
係
）

〇
消
防
団

　
消
防
団
係
主
任�

及
川　
竜
平

（
警
防
係
主
任
）

〇
警
防

警
防
係
主
任�

山
谷　
洋
人

　
（
消
防
団
係
主
任
）

〇
救
急
救
助

　
救
急
救
助
係�

鈴
木　
恭
平
（
予
防
係
）

〇
予
防

　
予
防
係�

倉
内　
陽
平
（
庶
務
係
）

　�退
　
職�
（
平
成
31
年
3
月
31
日
付
け
）

　
中
川　
佳
太　
（
救
急
救
助
係
主
任
）

幌
加
内
町
の
人
事

（
平
成
31
年
4
月
1
日
付
け
）

【
朱
鞠
内
小
学
校
】

▲
転
出

校
長　
遠
藤　
友
文

（
東
川
第
二
小
）

教
諭　
鈴
木　
文
也

（
東
神
楽
中
）

養
護
教
諭　
熊
谷　
朱
里

（
旭
川
青
雲
小
）

▼
転
入

校
長　
吉
田　
典
弘

（
旭
川
新
富
小
）

教
諭　
櫻
井　
基

（
旭
川
大
町
小
）

養
護
教
諭　
佐
々
木　
浩
美

（
名
寄
東
小
）

【
幌
加
内
小
学
校
】

▲
転
出

教
頭　
玉
造　
至（上

湧
別
小
）

教
諭　
鎌
田　
敦
志

（
旭
川
末
広
小
）

教
諭　
田
中　
秀
樹

（
登
別
幌
別
西
小
）

▼
転
入

教
頭　
岸　
美
香

（
東
神
楽
志
比
内
小
）

教
諭　
細
山　
友
司

（
期
付
採
用
）

【
幌
加
内
中
学
校
】

▲
転
出

校
長　
石
橋　
克
敏

（
士
別
南
中
）

教
頭　
小
嶋　
高
徳

（
上
士
別
中
）

教
諭　
高
田　
正
人（礼

文
小
）

教
諭　
上
村　
直
弘

（
中
富
良
野
中
）

▼
転
入

校
長　
山
口　
真
希（旭

川
小
）

教
頭　
栃
谷　
悟

（
教
育
大
附
属
旭
川
中
）

教
諭　
菊
地　
和
司

（
枝
幸
南
中
期
付
）

教
諭　
畑　
啓
介

（
旭
川
広
陵
中
）

【
幌
加
内
高
等
学
校
】

▲
転
出

教
諭　
坂
上　
大
介（美

深
高
）

教
諭　
小
笠
原　
あ
い

（
静
内
高
）

▼
転
入

教
諭　
樋
川　
太
地

（
安
積
黎
明
高
）

教
諭　
石
森　
楓（新

規
採
用
）

教
諭　
村
岡　
徹（期

付
採
用
）

小
学
校
・
中
学
校
・

　
高
等
学
校
教
職
員
の
人
事

4
月
1
日
付
け
（
退
職
者
は
3
月
31
日
付
け
）
で
町
内
各
学
校

教
員
・
一
般
事
務
職
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
括
弧
書
き
は
前
任
校
、
後
任
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

深
川
地
区
消
防
組
合

幌
加
内
支
署
の
人
事

（
平
成
31
年
4
月
1
日
付
け
）
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貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

返
事
は
、
い
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
折
角
の
ご
意
見
で
す
の
で
お
答

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
も
、敬
老
会
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

何
箇
所
か
お
招
き
頂
き
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
昔
は
、
会
館
で
敬
老
者

の
皆
さ
ん
に
料
理
を
振
る
舞
い
、
楽
し
い

ゲ
ー
ム
な
ど
行
っ
て
い
た
自
治
区
も
、
最

近
で
は
料
理
を
業
者
に
発
注
し
た
り
、
温

泉
に
出
か
け
料
理
や
飲
み
物
は
お
任
せ
す

る
状
況
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
は
し
た
い
が
遠
く
ま
で

出
か
け
て
ま
で
は
、
出
席
し
た
く
な
い

と
い
う
お
話
を
聞
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

一
方
で
、
年
に
一
度
の
敬
老
会
へ
出

席
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
出
席
さ
れ
、

に
こ
や
か
に
写
真
に
納
ま
り
笑
顔
を
見

せ
る
敬
老
者
の
方
を
見
る
機
会
も
あ

り
、
大
変
微
笑
ま
し
く
感
じ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

今
、
時
代
は
人
生
１
０
０
年
、
生
涯

現
役
と
例
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

敬
老
者
、
お
世
話
す
る
方
と
分
け
隔

て
な
く
、
敬
老
会
と
し
て
、
ま
た
、
違

う
形
で
も
、地
域
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

一
緒
に
お
食
事
を
し
な
が
ら
歓
談
し
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
、
活
力

が
生
み
出
さ
れ
る
事
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
区
で
、
敬
老
会
に
つ

い
て
創
意
工
夫
さ
れ
、
人
生
の
先
輩
を

敬
う
形
が
今
後
も
継
続
さ
れ
る
よ
う
形

式
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域
の
集

ま
り
に
対
し
て
町
と
し
て
は
応
援
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
手
紙
に
あ
る
、
お
祝
い
の
お
葉
書
、

冬
の
灯
油
代
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
行
っ
て
い
る
福
祉
灯
油
の

支
給
事
業
の
見
直
し
な
ど
で
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
楽
し
く
幌
加

内
町
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
ご
意
見
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

日
頃
よ
り
、
町
民
保
養
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し

ま
し
た
こ
と
に
重
ね
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

政
和
温
泉
ル
オ
ン
ト
に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
維
持
費
や
改
修
費
な
ど

相
当
の
経
費
が
か
か
る
た
め
、
平
成

29
年
6
月
に
町
民
保
養
セ
ン
タ
ー
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
保
養
セ
ン

タ
ー
の
今
後
の
運
営
等
に
つ
い
て
、

協
議
検
討
を
重
ね
９
項
目
に
わ
た
る

答
申
書
（
平
成
29
年
12
月
号
町
広
報

掲
載
）
を
い
た
だ
き
、
提
言
さ
れ
た

内
容
を
具
体
化
す
る
た
め
、
平
成
30

年
6
月
に
（
株
）
ほ
ろ
か
な
い
振
興

公
社
、
幌
加
内
町
観
光
協
会
、
幌
加

内
町
で
組
織
化
し
、
公
益
社
団
法
人

北
海
道
観
光
振
興
機
構
の
助
成
金
を

利
用
し
な
が
ら
、
温
泉
を
含
む
道
の

駅
を
拠
点
と
し
た
施
設
の
活
性
化
を

図
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
町
広
報
で
の
町
民

向
け
割
引
券
発
行
の
ほ
か
、
旭
川
、

道
北
地
域
へ
の
新
聞
折
込
み
チ
ラ
シ

や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
へ
の
掲
載
、
幌

加
内
高
等
学
校
と
の
コ
ラ
ボ
商
品

「
蕎
麦
ジ
ェ
ラ
ー
ト
」
の
開
発
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
等
を
実
施
し
、
営
業
力
の
強

化
を
始
め
、
コ
ン
セ
プ
ト
イ
メ
ー
ジ

の
確
立
、
利
用
者
の
増
加
・
収
益
確

保
に
向
け
て
の
ソ
フ
ト
面
の
改
善
を

図
り
、
徐
々
に
で
す
が
温
泉
や
レ
ス

ト
ラ
ン
等
の
利
用
者
数
の
回
復
が
見

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
独
自
事
業
と
し
て
65
歳

以
上
の
方
等
を
対
象
に
実
施
し
て
い

る
入
館
料
助
成
券
に
つ
い
て
は
、
保

健
福
祉
課
で
高
齢
者
等
の
健
康
増
進

を
目
的
に
発
行
し
て
い
る
事
業
で
あ

り
ま
す
が
、
福
祉
政
策
と
し
て
公
平

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
た
め
回

数
に
限
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

近
隣
市
町
村
の
温
泉
施
設
で
の

サ
ー
ビ
ス
や
ア
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て

も
承
知
し
て
お
り
、
ご
指
摘
の
あ
り

ま
し
た
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
と

め
、
お
客
様
の
更
な
る
満
足
度
ア
ッ

プ
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度
に
は
、
国
の
地
方
創

生
拠
点
整
備
事
業
の
採
択
を
受
け
、

大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
誘

客
促
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
様
が
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
活
気
あ
る
施
設
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
利
用
を

賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

お
答
え

　

毎
年
敬
老
会
を
開
催
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
自
治
区
に
は
敬

老
者
が
多
く
、
敬
老
を
祝
う
自
分
が

自
分
で
祝
う
よ
う
な
こ
と
で
若
い
人

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
敬
老
の

祝
い
を
や
め
て
、
そ
の
都
度
、
町
長

が
コ
メ
ン
ト
を
書
い
た
葉
書
を
敬
老

者
に
下
さ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

敬
老
会
の
助
成
金
一
人
３
，

０
０
０
円
の
内
、
余
っ
た
予
算
の
半

分
で
も
良
い
で
す
か
ら
、
敬
老
者
に

石
油
代
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

手
紙

お
答
え

第
14
回ルオ

ン
ト
に
つ
い
て

　
夫
婦
で
町
よ
り
支
給
さ
れ
た
温
泉

半
額
券
で
時
々
「
ル
オ
ン
ト
」
に
入

浴
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の

と
き
食
事
後
に
入
浴
す
る
の
で
す

が
、「
レ
ス
ト
ラ
ン
」「
浴
室
」
の
お

客
さ
ん
が
少
な
く
て
も
っ
た
い
な
い

と
思
い
続
け
て
い
ま
す
。

　
他
の
温
泉
地
で
は
、
色
々
な
ア
イ

デ
ィ
ア
で
工
夫
し
て
い
ま
す
。（
ポ

イ
ン
ト
制
、
入
浴
半
額
等
）

　「
そ
ば
の
里
」
幌
加
内
町
で
も
リ

ピ
ー
ト
客
を
増
や
す
ア
イ
デ
ィ
ア
も

あ
っ
て
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

（
頂
戴
し
た
お
手
紙
は
長
文
に
つ
き

要
点
の
み
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

手
紙

町
長
へ
の
手
紙

第
13
回

敬
老
会
つ
い
て
の
お
願
い
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※クーポンは切り取り、ご提示願います。

扌

　日頃より、道の駅「森
と湖の里ほろかない」
をご利用いただきあり
がとうございます。道
の駅では、町民の皆様
に対して毎月クーポン
を発行することといた
しましたので、ご利用
いただきますようお願
いいたします。

道の駅クーポン

士別警察署かわら版
春の全国交通安全運動の実施
～赤信号　わたったうしろに　子供の目～

１　運動期間　５月1１日(土) ～５月20日(月)の10日間
２　交通事故防止のポイント
　(1)　子供と高齢者の交通事故防止
　　○　通園・通学をする子どもたちを交通事故から守

ろう！
　　　　家庭や地域の大人が手本となって、基本的なルー

ルやマナーを教え、交通安全意識を高めていきま
しょう。

　　○　高齢者が安心して外出できる安全な社会を作ろ
う！

　　　　交通事故死者数全体のうち、高齢者が半数以
上を占めています。ドライバーのみなさんは、
思いやりのある安全運転を心がけましょう。

　(2)　自転車の安全利用の推進
　　○　自転車も ｢クルマ｣ です！自転車に乗るときは、

｢自転車安全利用五則｣ を守りましょう！
　　　①　自転車は、車道が原則、歩道は例外
　　　②　車道は左側を通行
　　　③　歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

問い合わせは士別警察署まで
士別警察署　㈹23－0110

せいわ温泉
� ルオント入浴料
大人500円→400円
子供250円→200円

そばジェラート
  � 50円引き
2019年6月30日まで有効
※有効期限内、何度でも
　利用可。
　他サービス券等の併用不可

２月 22 日　丸山　　聡　様（東京都）

ご厚志に感謝します
　　◆ふるさと納税◆

　～ ２月分の寄付申出状況 ～
　２月分の申出状況は《29 件》ありました。たくさん
の応援メッセージが幌加内町の力になり励みになりま
す。
※広報掲載希望者のみ掲載させていただいております。

　人権擁護委員は、国民の基本的人権が侵犯され
ることのないように監視し、もし、侵犯された場
合には、その救済のため、すみやかに適切な処置
をとるとともに、常に自由人権思想の普及高揚に
努めることをその使命とし、町長の推薦により、
法務大臣より委嘱されます。
　本町では、竹村見吾氏が再委嘱され、委嘱期間
は 2019 年 4 月 1 日～ 2022 年 3 月 31 日まで
となります。

人権擁護委員
に関するお知らせ

○土日・祝日の予約受付が可能になりました。
○復路（旭川⇒幌加内）のみの利用が可能になりました。

【予約先】
　士別ハイヤー（℡：0165-23-5000）

【お問い合わせ】
　地域振興室（℡：0165-35-2121）

利用方法などは…
2018 年広報ほろかない９月号（No.753）をご
覧ください。

ほろみん号の利用が
便利になりました！

　　　④　安全ルールを守る
　　　⑤　子供はヘルメットを着用
３　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正

しい着用の徹底
　○　シートベルトは命綱！自動車に乗ったら、全ての

座席で必ずシートベルトを着用しましょう。６歳
以上であっても、体格等の状況によりシートベル
トを適切に着用させることができない子供には、
チャイルドシートを使用するようにしましょう。

４　飲酒運転の根絶
　○　運転者はもちろん、同乗者、車を貸した者、酒を

飲ませた者にも厳しい罰則が！道民一人ひとりが、
｢飲酒運転をしない、させない、許さない｣ という
規範意識を持って飲酒運転を根絶しましょう。

平成３０年４月～平成３１年２月までの
寄付申し込み件数は《１２４８件》です。
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地域おこし協力隊 活動報告
　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
吉
筋
で
す
。
出
向
先
は
せ

い
わ
温
泉
ル
オ
ン
ト
で
す
。
フ
ロ
ン
ト

業
務
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ホ
ー
ル
業
務
を

し
て
い
ま
す
。
昨
年
（
平
成
30
年
）
の

10
月
か
ら
ル
オ
ン
ト
に
い
ま
す
の
で
、

顔
を
覚
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で

お
客
様
が
笑
顔
で
う
な
づ
き
な
が
ら
そ

ば
を
召
し
上
が
る
光
景
を
見
て
は
、
幌

加
内
町
は
「
そ
ば
の
里
」
な
の
だ
と
実

感
す
る
日
々
で
す
。

　

温
泉
勤
務
以
外
で
も
「
幌
加
内
そ
ば
」

の
販
売
の
た
め
地
域
の
物
産
展
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
に
赴
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
12
月
、
旭
川
市
で
行
わ
れ
た
物

産
展
が
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
イ
ベ
ン

ト
で
し
た
。「
幌
加
内
町
の
そ
ば
は
お
い

し
い
ん
だ
よ
ね
ー
」
と
、
多
く
の
お
客

様
が
そ
ば
を
求
め
て
く
だ
さ
り
、
完
売

し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

幌
加
内
町
に
来
て
日
が
浅
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
幌
加
内
町
を
誇
り
に
思
う
こ

吉筋　香さん

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
体
験

を
さ
せ
て
頂
き
感
謝
と
と
も
に
、
道
内

は
も
と
よ
り
全
国
で
幌
加
内
町
の
そ
ば

を
知
っ
て
頂
き
た
い
気
持
ち
が
強
く
な

り
ま
し
た
。

　

幌
加
内
町
に
住
み
は
じ
め
て
間
も
な

い
頃
、
は
じ
め
て
お
会
い
す
る
方
が
私

に
必
ず
「
よ
く　

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
き

た
ね
ー
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
私

が
幌
加
内
町
に
来
て
驚
い
た
こ
と
は「
人

の
よ
さ
。」
で
す
。
お
お
ら
か
で
、
明
る

く
、
働
き
も
の
。
互
助
の
精
神
に
溢
れ

て
い
ま
す
。
女
性
は
素
直
な
気
質
。
お

か
げ
様
で
職
場
に
入
っ
て
す
ぐ
に
馴
染

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
内
会
の
皆

様
も
私
を
快
く
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
て

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　
「
雪
は
ね
」
は
大
変
で
す
が
、
大
自
然

の
す
ば
ら
し
さ
、
そ
ば
の
お
い
し
さ
、

人
の
よ
さ
、
な
ど
他
の
地
域
に
勝
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
大
げ
さ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
素
敵
な
時
間
を
私
は
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
の
活
動
で
す
が
、
引
き
続
き
ル

オ
ン
ト
で
日
々
の
業
務
と
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
、
ル
オ
ン
ト
に
多
く
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
提
案
し
て
い
き
ま

す
。

　

お
気
軽
に
お
声
が
け
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
幌
加
内
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
二
年
目
を
迎
え
ま
し

た
中
南
信
哉
で
す
。

　

長
か
っ
た
冬
も
よ
う
や
く
終
わ
り
、

日
に
日
に
春
の
日
差
し
が
ま
し
て
き
て
、

幌
加
内
町
に
も
待
ち
に
待
っ
た
春
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の
豪
雪
に
比
べ
て
、
今
年
の

雪
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
都
会

で
な
ま
っ
た
体
に
は
何
度
と
な
く
へ
こ

た
れ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

妻
の
手
伝
い
の
お
か
げ
も
あ
り
、
乗
り

切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

改
め
て
幌
加
内
町
に
住
む
に
は
「
雪

と
の
戦
い
な
ん
だ
な
ー
」
と
痛
感
し
ま

し
た
。

　

さ
て
、
二
年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
、
ど
う

す
れ
ば
地
域
お
こ
し
に
繋
が
り
、
み
な

さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
か
、
と

て
も
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

去
年
一
年
間
は
、
ほ
ろ
か
な
い
振
興

中南　信哉さん

公
社
で
お
世
話
に
な
り
特
産
の
蕎
麦
に

つ
い
て
、
色
々
と
学
び
ま
し
た
。
現
在

は
ロ
―
ル
製
粉
作
業
を
学
び
日
々
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
、
蕎
麦
を

軸
と
し
た
地
域
お
こ
し
を
考
え
て
い
ま

す
が
、
札
幌
か
ら
戻
っ
て
き
た
自
分
と

し
て
は
、
幌
加
内
の
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
を
活
か
し
た
地
域
お
こ
し
な
ど
も
、

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

頭
の
中
で
は
あ
れ
こ
れ
と
色
々
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
考
え
を
実
行
す

る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
ま
だ

ま
だ
模
索
中
で
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、

残
り
の
任
期
中
に
は
、
皆
様
に
少
し
で

も
認
め
て
も
ら
え
ま
す
よ
う
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　「納税通知書」がお手元にある方で、口座振替をご
利用でない方は、納付書をお持ちの上、納期限までに
納付をお願いします。
　また、口座振替をご利用の方は、口座残高の確認を
お願いします。
■納付場所
　北空知信用金庫本支店、きたそらち農業協同組合幌
加内支所、役場出納窓口、役場朱鞠内支所

【お問い合わせ】
　役場総務課税務係
　℡：0165-35-2121（内 115）

軽自動車税の納期限は
5月31日（金）です。

■納税通知書について
　納税通知書の発付日は、平成 31 年 5 月 8 日（水）です。
　お手元に届かない場合は、札幌道税事務所自動車税部課税担当（℡：011-746-1190）までご連絡ください。
■納める場所
　道内の金融機関・郵便局、総合振興局・道税事務所の窓口のほか、コンビニエンスストアやインターネットを利
用したクレジット納税ができます。
■口座振替納税について
　自動車税の納税は、簡単便利な口座振替をご利用できます。お申し込みは、札幌道税事務所自動車税口座振替担
当（℡：011-746-1257）までご連絡ください。
■納税に関するご相談
　やむを得ない事情で納期内に納税できないなど、納税についてのご相談は、
上川総合振興局納税課（℡：0166-46-5100）までお問合せください。
■自動車税スマイル納税キャンペーン実施中！！
　北海道の自動車税を納期限（５月 31 日）までに納税すると、応援店で特典サー
ビスを受けることができます。詳しくは道税ホームページをご覧ください。
　「北海道　スマイル納税」で検索。

自動車税の納期限は5月31日（金）です。

　工業統計調査は我が国の工業の実態を
明らかにすることを目的とした統計法に基づく報
告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興などの基礎
資料として利活用されます。
　調査時点は 2019 年６月１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたしま
す。

2019年工業統計調査を
実施します

工業統計キャラクター
コウちゃん

　先般、元号を改める政令が公布され、国の指針に基づき、改正日（5 月 1 日）以降は、年表示を「令和」
で取り扱うこととなります。
　本町では、改正日以降に発出する公文書は「令和」で表示されますが、やむを得ず申請書、通知書、
届出等の様式に「平成 31 年」の表示が残る場合であっても、「令和元年」と読み替えていただきますよ
う、ご理解とご協力をお願いします。
　また、今年度に発行される納付書等は、

“平成 31 年度”と記載される場合があります。
　改元日以降の年表示が「平成 31 年」とされていたとし
ても同様に「令和元年」、「平成 32 年」
は「令和２年」と読み替えていただ
きますようお願いします。

新元号“令和”取扱いのお知らせ

平成 31 年度に発行される納付書等

総務課 ・町道民税
・固定資産税
・軽自動車税
・国民健康保険税

建設課 ・水道使用料
・下水道使用料

住民課 ・公営住宅等使用料
・後期高齢者医療保険料

教育委員会 ・各種施設使用料

※“令和”が対応される場合もありますので、ご了承ください。
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北海道上川保健所　精神保健相談のご案内
　上川保健所では、心の健康に関する困りごとを抱える方やご家族の方を対象に、
精神科医師による健康相談を行っています。 

＊こころの悩みについて  
・統合失調症やうつ病などの精神的な病気かどうか知りたい。
・高次脳機能障害(頭部外傷・脳血管疾患後の記憶障害等)で困っている。
・アルコールに関する問題で困っている。
・家族が部屋に閉じこもっている。
・眠れない。
・物忘れがひどくなった。
・子どもが過食・拒食している。
・受診させたいが、どうすればいいか　　など

＊こころの病気に関する情報紹介 
・退院したけれど、これからどうしたら

良いだろう。
・治療や日常生活について相談したい。 

★日　時／毎月第２水曜日　13：30～16：00のうち１時間程度
　　　　　平成31年度の相談日（日程は変わることがあります。詳しくは下記連絡先にお問い合わせください。）

★場　所／上川合同庁舎内　上川保健所　
★担当医／上川保健所嘱託医　猪俣光孝医師（医療法人社団旭川圭泉会病院副院長）
★対　象／上川保健所管内（幌加内町、鷹栖町、東神楽町、当麻町、比布町、愛別町、上川町、東川町、美瑛

町）のご本人と家族。
★その他／予約が必要です。相談日の２日前（その週の月曜日）までにご連絡ください。料金は無料です。

【連絡先】
北海道上川保健所健康推進課　健康支援係
　　住所：〒079-8610　旭川市永山6条19丁目1－1上川合同庁舎１階
　　電話：０１６６－４６－５９９２（直通）

５／１５ ６／１２ ７／１０ ８／１４ ９／１１ １０／９
１１／１３ １２／１１ １／１５ ２／１２ ３／１１

定期予防接種費用の助成を始めます
　定期予防接種は、原則住民票のある市町村で受けることになっています。しかし、里帰りや病気等で町内の医
療機関で受けることができない場合に、他の市町村で受けた定期予防接種の費用を助成します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜対象者＞　
　幌加内町に住所のある者で、以下のいずれかに
該当する方
・病気又は保護者の里帰り出産等で、幌加内町以
外の医療機関で予防接種を受けることが必要な
方
・その他町長が必要と認める方
＊町外の医療機関で接種を希望する場合は、必ず
アルク保健師（℡35-3090）までご連絡くだ
さい。接種する場合は、幌加内町が発行する
「予防接種依頼書」が必要になり、この依頼書
がなければ助成対象となりませんので注意して
ください。
　なお、理由によっては対象とならない場合もあ
りますのでご了承願います。

＜対象となる予防接種＞　
Hib、小児用肺炎球菌、Ｂ型肝炎、四種混合、
BCG、麻しん風しん混合、水痘（みずぼうそう）、
日本脳炎ワクチン、二種混合、子宮頸がん

＜助成額＞　
接種にかかった費用

＜申請の手続き＞　
①定期予防接種費助成申請書
②予防接種に係る領収書（内容のわかるもの）
③予防接種の接種年月日、接種ワクチンの種類が
確認できるもの（予診票の原本等）
　接種終了後、該当年度内に次の①～③を持参し、
アルク（35-3090）まで申請してください。

　不明な点は保健福祉課すこやか保健係（35-
3090）までお問い合わせください。
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第３号被保険者からの異動について
　健康保険（協会けんぽ・健康保険組合）及び厚生年金保険に加入して
いる被保険者が適用事業所を退職して自営業者等になった場合、その健
康保険の被扶養者となっていた人は、国民健康保険等へ、国民年金は第
3号被保険者から第 1号被保険者へ切り替える必要があります。
　また、被保険者が転職して引き続き、健康保険（協会けんぽ・健康保険組合）及び厚生年金保
険の適用事業所に勤務した場合、その健康保険の被扶養者となっていた人は、条件を満たす場合、
再び被扶養者となることができます。この場合、国民年金は引き続き第 3 号被保険者に該当し
ますので手続きは不要です。

会社員 自営業 会社員
被保険者 健康保険・厚生年金 　 健康保険・厚生年金

国民健康保険・国民年金

被扶養者 第 3 号被保険者 第 1 号被保険者 第 3 号被保険者

◎配偶者が転職・退職したときの手続き

対
　
象

加入していた
制度 異　　動

配偶者が適用事務所に転職した場合
（健康保険・厚生年金加入） 配偶者が適用事業所

に勤務しない場合
（自営業・主婦等）配偶者の被扶養者となる

条件を満たす場合
配偶者の被扶養者となる
条件を満たさない場合

本
　
人

健康保険の被
扶養者 配 偶 者 の

退職・転職

健康保険の被扶養者※ 1 国民健康保険※ 2

国民年金第 3
号被保険者

国民年金第 3 号被保険
者（手続きは不要） 国民年金第 1 号被保険者※ 3

※ 1 健康保険の被扶養者になるための手続きは、配偶者（被保険者）が勤務する事業所の事業主を経由して行います。
※ 2 国民健康保険への加入手続きについては、住所地の市区町村の国民健康保険担当課へお尋ねください。
※ 3 国民年金第 1 号被保険者への手続きについては、住所地の市区町村の国民年金担当課へお尋ねください。

◎第３号被保険者制度とは
①第３号被保険者とは、会社員や公務員など国民年金の第２号被保険者（夫など）に扶養される
配偶者の方（20歳以上60歳未満）が対象となります。
（参考）・第１号被保険者：自営業者や学生等
　　　　・第２号被保険者：厚生年金保険の加入者（会社員・公務員等）

②第３号被保険者である期間は、第１号被保険者期間と異なり、保険料をご自身で納付する必要
はなく、保険料納付済期間として将来の年金額に反映されます。
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●乳幼児・児童に関する行事
フッ化物塗布 ５日（水） 双葉保育園 15：30～16：30

６日（木） みゆき保育所（朱鞠内） 10：30～10：45
子育て教室 20日（木） 農業活性化センター 10：00～11：30

乳幼児予防接種

４日（火）

町立幌加内診療所 15：00～16：3011日（火）
18日（火）
25日（火）

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

５日（水） 母子里老人クラブ 10：00～11：00
11日（火） 幌加内老人クラブ ９：00～10：00
13日（木） 政和老人クラブ 10：00～11：00
13日（木） 添牛内老人クラブ 10：00～11：00
19日（水） 朱鞠内老人クラブ 10：00～11：00

乳・子宮がん検診 ２4日（月） 保健福祉総合センター 受診案内をご覧ください

６

第231回
「命の門番」

一人で抱え込まず、相談してみましょう
こころの健康相談
統一ダイヤル

電話：0
おこなおう

570-0
まもろうよ

64-5
こ こ ろ

56

よりそいホットライン
(24 時間対応 )

電話：0
フリーダイヤル

120-2
つ な ぐ

79-3
ささえる

38

また、周りで心配な方がいましたら、アルク保健師までご相談ください。
　保健福祉総合センターアルク　保健師　電話：35-3090

健　康
コラム
2019 命の門番　ゲートキーパー
　みなさん、「ゲートキーパー」という言葉をご存知でしょうか。ゲートキー
パーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援に
つなげ、見守る人のことです。
　悩みを抱えた人は、「人に悩みを言えない」、「どこに相談に行ったらよ
いかわからない」、「どのように解決したらよいかわからない」等の状況に
陥ることがあります。自殺対策では、悩んでいる人に寄り添い、かかわりを通して「孤立・孤独」を防ぎ、支援するこ
とが重要です。一人でも多くの方に、ゲートキーパーとしての意識を持っていただき、それぞれの立場でできることか
ら進んで行動を起こしていくことが自殺対策につながります。
　ゲートキーパーになるのに必要な特別な資格はありません。一人ひとりが自殺の危険を抱えた人々に「気づき」、「傾
聴」し、「つなぎ」、「見守る」ことが重要なのです。
　以下のゲートキーパーに必要な知識や心がけに関する4択問題をぜひやってみてください。
ゲートキーパーの行動として最も適切なものを 1 つ選んでください。
①	 悩んでいる人に対して自分の価値観を伝える
②	 悩んでいる人の言動に自分の判断を加える
③	 悩んでいる人に対して「もっと頑張って」と励ます
④	 悩んでいる人の言動を批判しない

　幌加内町では誰もが自殺対策に関する必要な支援が受けられるよう、自殺対策計画を策定しました。計画には自殺対
策を推進するための基本方針や目標が定められています。

●母子健康手帳および妊婦一般健康診査受診票の交付は、アルクで行っ
ております。妊娠がわかりましたら、早めに交付を受けてください。ま
た、来所の前にアルクへご連絡いただけると交付がスムーズです。
●肝炎ウイルス検診を実施しています。対象者は、40 歳以上の方で過去
に検診を受けられたことのない方です。検査を希望される方は、事前に　
アルク保健師までご連絡ください。
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◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆

５月

14日㊋ 町内合同清掃活動
幌加内市街 10:30 ～

朱鞠内市街 13:10 ～

16日㊍ チビッ子英語クラブ アトリエ
１、２年生　15:20～

３、４年生　16:00～

25日㊏
子ども芸術鑑賞会
人形劇「このつぎなあに」

町民研修センター
大講堂

10:00 ～

６月 16日㊐ 移動芸術鑑賞会「旭美ミュシャ展 美瑛拓真館」訪問

■「町内合同清掃活動」
　　開催のお知らせ

　昨年に引き続き、「町内合同清掃活動」を実施します。
　町内の児童生徒と交流を図りながら、私たちの住む
町「ほろかない」をきれいにしましょう。 
【日時・場所】令和元年5月14日（火）
（１）幌加内市街　10:30～
　　（集合場所：幌加内小学校・幌加内中学校

・幌加内高校前）
（２）朱鞠内市街　13:10～
　　（集合場所：朱鞠内支所駐車場前）
【持 ち 物】ごみ袋（レジ袋等でかまいません）、
　　　　　　軍手など
【お問合せ】教育委員会社会教育係
　　　　　　TEL  35-2177

■山村広場の開設について
　今年度も下記のとおり山村広場を開設します。
山村広場は、町民の生涯スポーツ振興と健康の保持増
進を図り、スポーツ・レクリエーション等を通じて、
明るく豊かな地域づくりを推進することを目的として
いますので、多くの方の利用をお待ちしています。
　なお一部積雪等により使用できない箇所もあります
のでご了承ください。
【期　　間】5 月中旬～ 10 月下旬（予定）
【時　　間】6:30～21:00
　　　　　　（夜間照明のない施設は日没まで）
【使用申込】教育委員会社会教育係
　　　　　　TEL　35-2177

◇今月の新しい本
・夜の塩　山口恵似子／著（徳間書店）
・少年は死になさい ･･･美しく

新堂冬樹／著（中央公論社）
・おっさんたちの黄昏商店街

池永陽／著（潮出版社）　　　　　　　　 
・鯖猫長屋ふしぎ草紙 6 

田牧大和／著（PHP研究所）

■移動芸術鑑賞会のお知らせ
　「旭美ミュシャ展 美瑛拓真館」訪問

【日　　程】令和元年6月16日（日）
【行　　先】旭川市　北海道立旭川美術館
　　　　　　美瑛町　拓真館
【対　　象】幌加内町民（定員 20 名・先着）
　　　　　　（申込みが 10 名未満の場合は、中止と

する場合があります。）
【お問合せ】教育委員会社会教育係
　　　　　　TEL　35-2177
　　　　　　※参加料、集合時間等の詳細は後日お知

らせします

■子ども芸術鑑賞会・人形劇
【日　　時】令和元年5月25日（土）
　　　　　　開場 9:45　開演10:00
【場　　所】町民研修センター「大講堂」
【対　　象】幼児・小学生・保護者
【入 場 料】無料
【上演作品】
人形劇「このつぎなあに」
　町へはたらきにいった息子の帰りをまち、たったひ
とりで山にすんでいるおじいさんがいました。ある
晩、家の戸をたたく音ががしたので開けてみると…。
( 上演時間 50 分 )
【お問合せ】教育委員会社会教育係
　　　　　　TEL　35-2177
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第 19回統一地方選挙（知事・道議）

北海道知事選挙開票結果・北海道議会議員選挙結果

候補者名（届出順） 得票数
（本町分）

得票数
（全道分）

石川　ともひろ 273 963,942
鈴木　直道 725 1,621,171
合計 998 2,585,113

【選挙当日の有権者数】
　男　　　622
　女　　　648
　合計　1,270

【投票結果】
有効投票数　　998
無効投票数　　　 6
投票総数　　1,004

【投票率】
幌加内町
　男　　 79.42％
　女　　 78.70％
　合計　 79.06％
全道
　男　 　57.90％
　女　　 58.72％
　合計　 58.34％

当
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（3月末現在）

世帯数	 775世帯
（前月比－12）

人　口	 1,484人
（前月比－16）

　　男	 740人
　女	 744人

●
ひ
と
の
う
ご
き
●

ひ
と
の
う
ご
き

子どもたちに安全でおいしいお米を！
　きたそらち農業協同組合（代表理事組合長：柏木孝文）は、
小中学校に学校給食を通じて、農業と食生活の大切さについ
て理解を深めてもらうため、今年も町内の小中学校に学校給
食で使用されるお米410kgを寄贈していただきました。
　寄贈されたお米は、５月
から６月にかけて各学校の
給食に使用していく予定と
なっています。
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３
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岡
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　北海道知事選挙が４月７日（日）に投開票が行われ、与党推薦の前夕張市長の鈴木直道氏が初当選となり
ました。
　なお、北海道議会議員選挙（上川地域）は３月29日（金）の立候補届出の結果、定数３名を超えません
でしたので、無投票となりました。

【平成31年４月７日執行】
北海道知事選挙開票結果

候補者名（届出順）
本間　勲

北口　ゆうこう
たけうち　英順

北海道議会議員選挙結果（無投票）

明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん


